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  高精度の印刷品質を維持しつつ刷版代低減が図れる４×１輪転機“DIAMONDSPIRIT”と，輪

転機１セットで２つの印刷媒体を同時に異速度，異部数で印刷する機能“プリコン”を開発した．こ

れらにより更なる印刷コスト低減，及び少ない設備投資で，数多くの印刷媒体をこなすことが実現

可能となる． 

  

   

 
 
|1. はじめに 

近年，新聞印刷業界においては更なる印刷コスト低減とともに，少ない設備投資で，多種，多

様な印刷物を限られた時間の中で生産することが求められている．これに対し当社では刷版コス

ト低減を図り，かつ従来どおりの印刷品質を実現した４×１輪転機“DIAMONDSPIRIT”と，従来の

設備で２つの印刷物を同時に異速度，異部数印刷する機能“プリコン”を開発した．本論文ではこ

の DIAMONDSPIRIT とプリコンの特徴について説明する． 

|2. ４×１輪転機“ＤＩＡＭＯＮＤＳＰＩＲＩＴ” 

(1) 印刷コスト低減 

４×１とは版胴のサイズが４頁巾×１頁周長の輪転機のことで，従来の４×２輪転機に比べ刷

版長さが半分となるので刷版費の低減が図れる．例えば，一般的な 40 頁 16 ヶ面カラー，朝刊

印刷での刷版使用量をベースに算出すると，朝刊１回での版替え枚数は約 170 枚となり，輪転

機１セット当たり，年間約 1500 万円の版代が節約可能となる．(１頁周刷版と２頁周刷版の価格

差を 250 円として計算した場合) 

また，４×２輪転機“DIAMONDSTAR”同様，低抵抗型のシリンダベアリングを採用しており，

消費電力の低減も図っている． 

(2) 印刷品質 

４×１輪転機で従来どおりの印刷品質を実現するために採用した技術について説明する．ま

ず，１頁周長版胴で懸念されるのはギャップ通過時の振動によりショック目が出やすい点である

が，これに対しては，超ナローギャップ版胴とブランケット胴を採用することにより，ギャップ通過

時の振動を大幅に低減することで解消した． 

次に見当精度であるが，４×１輪転機は従来より版胴径が小さくシェル構造とできないため

分割版胴(２頁巾ごとに見当調整可能)にはできない．そこで次の３つの技術により高見当精度

を実現した． 
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１つ目は版胴のストレートアクロスギャップである(図１)．まず４×２輪転機の印刷シリンダで説

明すると，ブランケット胴と版胴が共に２頁周長となっており，印圧が一度に抜けるのを防止す

るため，版胴のギャップが左右で 180 度ずれている．このギャップの位相誤差が，天地見当誤

差として紙面に現れる．これに対し４×１輪転機はストレートアクロスギャップ構造となっているた

めシリンダギャップの位相誤差は無くなり，天地方向の見当精度を向上させている． 

 
図１ 版胴ストレートアクロスギャップ 

シリンダギャップの天地方向の誤差を解消し，天地方向見当精度を向上． 

 

２つ目にコッキング装置(図２)であるが，製作工程上の微小な誤差により版胴にひねりが発

生することがあり，これが天地見当誤差として，紙面に現れることがあるが４×１輪転機では，版

胴の軸受部に，コッキング装置すなわち版胴のひねり修正装置を設けることにより，版胴のひ

ねり誤差を解消し，天地見当精度を向上させている．３つ目に幅見当修正装置であるが，幅方

向のファンアウト(注)修正のために，突きコロ方式の修正装置を採用し，これにより左右方向の見

当精度を向上させた．  （注）印刷過程において紙が水，ｲﾝｷ等を吸収することで幅方向に伸びる現象．

 色間で紙が伸びることにより左右方向見当ずれの要因となる． 

 
図２ コッキング装置 

シリンダの微小なひねり誤差を解消し，天地見当精度を向上． 

 

|3. ２媒体同時印刷機能“プリコン” 

例えば頁数の少ない印刷物を２つ印刷する場合，従来であれば1セットで連続して印刷，もしく

は２セットで同時に印刷のいずれかとなるが，どちらにしても使用しない遊休設備が発生してしま

う．これに対しプリコンなら 1 セットで同時に２つの媒体を異なった部数，異なった速度で運転する

ことが可能である(図３)． 

すなわち，一方の折機を使用して青色の運転を行っている間に，もう一方の折機(新聞輪転機

には従来からバックアップ運転などのために２つの折機を有している)を使ってオレンジ色の運転

を行うもので，印刷準備から紙通し作業，印刷，刷了後の作業まですべてを双方の運転に関係な

く行うことが可能である． 
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プリコンを実現するために機械的には駆動系統変更，安全対策の見直しなどを実施し，同時

印刷可能としている．電気的にはＣＰＵの高速化，プログラム変更などを行いＣＰＵ１台で異なる２

つの速度制御を可能とし，制御系の簡素化，盤の小型化を実現している．また，操作画面，パネ

ルなども視覚的に分りやすく，２つの印刷が同時に行われていても誤操作が起こらないよう配慮し

ている． 

以上のとおりプリコンは１セットの設備をフル活用することを目的とした機能であるが，例えば 40

頁セットを２セット直列配置することにより，40 頁＋40 頁の通常２セット個別運転のほか，24 頁＋

24 頁＋32 頁の２セット連結プリコン運転というようにフレキシビリティを生み出すことも可能である．

また，印刷を１セットに集中させることで空いたセットのメンテナンスを行うといった運用や，従来，

印刷を連続して行うことにより定時間を超えた残業勤務体制も必要であったが，プリコンにより特

定時間内に印刷を集中させるなど労務管理にも新しい選択肢をもたらすことが可能となる． 
 

図３ 頁数の少ない印刷物を 2 つ印刷する場合 

|4. まとめ 

ＤＩＡＭＯＮＤＳＰＩＲＩＴ＋プリコンは １.ランニングコスト低減，２．高い設備稼働率，３．フレキシ

ブルな印刷スケジュール，というお客様のニーズに応えられる製品，機能であると確信しており，

初号機納入客先でも好評を博している．今後とも，加速する新聞印刷業界の変化を的確にとら

え，更なるお客様満足度向上のための製品開発に取り組んでいく． 
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